
 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

令和７年度協働のまちづくり事業訪問  5年生「農業（稲作等）について」 
 

「総合的な学習の時間」に、株式会社『荻の杜』の代表取締役：發田榮一様を 

お招きし、稲作についての専門的なお話をいただきました。分げつ（ぶんげつ） 

という初めて聞く言葉や食物連鎖という馴染みのある言葉に魅せられ、集中して 

取り組むことができました。また、終末では、健康な体づくりに野菜は欠かせな 

いことや勉強の大切さについて教わりました。 
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【対話…聴き合い・他者と自分の考えとの擦り合わせ】         

令和７年７月１０日（木）実施 地域学校協働活動（地域課題解決型学習）  

南相馬市立原町第一小学校「地域の特性について学ぶ」 

福島県教育庁相双教育事務所

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

EPORT１２号

社会教育 
 

   

地域コーディネーター・生涯学習課の方々が地域と学校を繋ぎ、子供たちの学びを支えました。 

地域の課題を考えることで、地域への愛着も一層芽生えたようです。發田さんとの対話を通して  学びに 

向かう姿勢やコミュニケーション力も高まりました。これからの「バケツで稲作りを行う」は、更に力が入りそうです。 

高まったように感じました。 

 

發田さん：「皆さんは、なぜ勉強していますか？ 何のためにしていますか？」 

児 童 ：「自分の夢を達成するため」「IQ を高くするため」「自分のためにです」 

發田さん：「自分のために？ 夢や目標に向かって勉強することは大事です。 

（今という時間は後戻りできません。4 年生には戻れません。）後 2 年も

過ぎると中学生になります。さらに勉強やスポーツ、友達と遊ぶことなど

たくさんやることが出てきて、忙しくなります。自ら進んで考えて話すこ

とや行動すること、『実践と責任』が、求められるようにもなります。だ

からこそ、今から自分の目標を立てて、そこに進むための『努力と精進』

で頑張りましょう。今やっていることをしっかり。 

一日一日を大切に生きてください！」 

頭の柔らかいうちに詰め込めば、詰め込むほど頭が良くなります！」 

 

「当社では、おいしいお米のコシヒカリを、 

8.67 ヘクタール作っています。」  

8.67(ha) =                    =86700(㎡)  

≪イメージ≫ 

１ha=100(m)×100(m) =10000(㎡) 

原町一小の校庭は、  

1.5ha=100(m)×150(m) =15000(㎡)                 

原町一小校庭の 6 倍弱ぐらいになるだろう！ 

發田さん：「次に皆さんの健康についてです。健康な体をつくるには、 

①バランスの取れた食事、②適度な運動 ③十分な睡眠が大事です。 

野菜は、健康維持に欠かせない食べ物です。 

先に野菜を食べる『ベジ・ファースト』については、知っていますか？」 

児 童 ：「はい。知ってます！」  發田さん：「その理由は？」 

「胃や腸の中で（糖質の吸収を）遅らせる働きがあるからです。」 

「血糖値の上昇を穏やかにしてくれる働きがあるからです。」（資料から）     

なぜ野菜からがいいのか？ → 全員で確認し、自分もやってみようという気づきや

発見がありました。 

演題：「生き物たちと暮らす農業」 

１，自己紹介 

２，(株)荻の杜が作っている具体的な農業栽培 

３，南相馬市の農業現状について 

４，お米作り 

５，なぜいろいろな希少動植物がいっぱいいるといいの!? 

６，どんな希少動植物がいるかな？ 

７，田んぼの生き物と稲作の関係 

８，健康な体づくりは、農産物を何でも食べること 

９，最後に（お勉強について） 

100倍 

１a=30.25坪 

１教室の広さぐらい 

「農業をやってみたい人？」 

と聞かれて、 

高々と手を挙げる児童の姿

が印象的でした。 


